
第 148 回定期県委員会あいさつ（2021 年 1 月 30 日） 

新潟県高等学校教職員組合 執行委員長 吉田裕史 

 昨年は新型肺炎感染症が猛威を振るい、学校現場も今までにない対応が迫られました。定期大

会は書面議決としましたが、7月 10日に分会送付した私のあいさつで「世界で感染者 1200万人・

死者 55万人」と記しました。秋以降、感染が急拡大し、現在は感染者が 1億人を超える状況と

なっています。日本でも 11都府県で 2回目の緊急事態宣言が出されるなど、収束が見えない状

況となっています。高校入試に関する対応は、健康観察やマスクの着用、喚起など新たな業務が

増えることから、必要な教室確保や人員の手立てを要求していかなければなりません。文科省も

ようやく小学校 35人以下学級へ法改正を進め、小学校教科担任制も 22年度に導入することが明

らかになっています。学校の働き方改革には教職員定数改善と学級定員の縮小、そして教育予算

の拡充が不可欠です。国会、県議会、市町村議会でそうした現場教職員の声を政策に繁栄するた

めに日政連議員が奮闘しています。2004年から 3期 18年間参議院なたにや政義議員が日教組と

ともに歩んできました。改選期を 22年に迎えることからその議席を「古賀ちかげ」さんに託す

ことが決まりました。本日の議案で推薦を決定していきたいと思います。また 10月が任期満了

となる衆議院選挙について、連合新潟、平和運動センター、社民党との連携を踏まえて、推薦候

補の提起をしていますので、活発な議論をお願いします。 

 連合中央と経団連との 2021春闘協議がスタートしました。新型肺炎感染症により企業の経営

環境が悪化していることから、経団連の中西会長は「事業継続と雇用の維持が最優先」として横

並びの賃金引き上げは厳しいとの見解を表明しています。これまで景気は上向きであるとしなが

ら、経営者は、利益を労働者に回さず、内部留保や株主への配当に使ってきました。今こそ内部

留保を労働者に還元して対応すべきであり、昨年まで 6年連続の賃上げを獲得してきた民間労組

が 3月の山場に向けて奮闘しています。地公労は、春闘期から県当局と県人事委員会に対する要

求を強化し「最大限の努力」を求める 1年に臨んでいきます。各地域での決起集会等人数の制約

があるとは思いますが、夏の人事院勧告、秋の人事委員会勧告に直結する闘いであることを再認

識して各行動への参加を要請します。 

 7年 8か月に及んだ安倍政権は、改ざん、隠ぺい、文書破棄、虚偽答弁など繰り返し、憲法違

反の安保関連法や共謀罪を成立させてきました。引き継いだ菅政権も、日本学術会議委員推薦問

題では国や政府に批判的な者は排除するなど、国民に対する説明責任も果たさず、支持率も急減

しています。同じ構図なのが柏崎刈羽原発の再稼働を議論している技術委員会委員の再任問題で

す。東京電力や国の意向に沿った結論を導き出そうとする意図が明らかであり、知事選挙で公約

にした「脱原発」の姿勢から大きく後退していると言わざるを得ません。今後署名等が提起され

てきますので協力を要請していきます。 

 1月 12日に発生した通勤途上の交通死亡事故に対して、被害者のご冥福をお祈りするととも

に残された遺族の方々にお見舞いを申し上げます。「逮捕」との報道に顧問弁護士とも相談しな

がら遺族対応や警察の取り調べに臨んでいます。該当支部・分会からは本部支援を要請されてい

ますので、県職労などからの助言も得ながら対応を進めている経過を報告します。 

 平和を守り、民主的な社会を作り出すことは、教職員組合の使命である事を再認識し、厳しい

情勢だからこそ安心して働き続けられる職場づくりをめざして奮闘することを決意し、本部執行

部を代表しての挨拶とさせていただきます。 



古賀ちかげ 略歴 

 

名  前 古賀千景（こが ちかげ） 

生年月日 1966年 11月 25日（53歳） 

 

 

学歴 

1985年 福岡県立久留米高等学校卒業 

1989年 熊本大学教育学部中学校音楽科卒業 

 

 

 

職歴 

1989年 福岡県内公立小学校・中学校 臨時講師 

2011年 福岡県内公立小学校 教諭 

2018年 日本教職員組合 専門委員 

2020年 日本教職員組合 特別中央執行委員 

 

 

組合歴 

2003年 福岡県教職員組合 講師連絡会メンバー 

講師部結成準備世話人 

2005年 福岡県教職員組合 臨時採用教職員部 常任委員 

2009年 福岡県教職員組合 臨時採用教職員部 部長 

2012年 福岡県教職員組合 朝倉支部 執行委員 

2013年 福岡県教職員組合 朝倉支部 組織部長 

 

 


